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修士論文要旨
【問題と目的】近年，うつ病に罹患している者（以下，当事
者）が増加しており，当事者の環境要因である「家族」へ
の支援が必要とされる。従来の家族支援においては，当事
者への「家族」の関わりの改善が，当事者の症状改善に寄
与することが示されてきた（e.g., Shimazu et al, 2012）。
一方で，当事者のケアにかかわる「家族」自身がうつ病を
発症しやすいことが指摘されている（Steele et al., 2010）。
したがって，「家族」をむしろ「ケアの対象」として考慮す
る必要があると考えられる。長野他（2012）は，「家族」が
主観的に当事者中心の生活をすること（以下，とらわれ度），
自分がしっかりしなければならないと思う重圧感などを困
難感の要因として示したが，精神疾患を持つ者の「家族」
を対象とした認知行動的介入では，「家族」のメンタルヘル
スへの効果は検討がなされていない。そこで，「家族」のケ
ア行動の生起に影響を及ぼす要因について検討する（研究
１）。また，当事者の「家族」に対する認知行動的介入の効
用と限界を記述することを目的とする（研究２）。
研究１　うつ病を持つ者の「家族」のケア行動に及ぼす
　　　　要因の検討
【方　法】研究参加者　関東圏内の気分障害の家族を対象
とした自助グループ等に参加しており，質問紙への回答の
得られた16名を対象とした。測度：（a）フェイスシート，
（b）ケア行動：予備調査の自由記述を用いて，本研究で独
自に作成，（c）とらわれ度，重圧感，自責感：VAS，（d）
「家族」の抑うつの程度：SDS日本語版（福田・小林，1973），
（e）当事者のうつ症状：GRID-HAMD-17構造化面接ガイ
ドライン（日本臨床精神薬理学会，2003）を質問形式に変
更したもの，（f）サポート知覚：ソーシャルサポート尺度
（福岡・橋本，1997）の成人用を用いた。
【結果と考察】ケア行動およびそれに関連すると考えられ
る測定変数についてχ２検定を行った。長野他（2012）に
基づいて検討を行った結果，とらわれ度の高い者は，＜家
族のメンタルヘルス維持行動＞が「家族」自身のケアとし
て促進的に機能しにくいことが示された（χ2（4）=10.55, 
p<.05：Figure）。情緒的サポート知覚の低さは，＜家族自
身のメンタルヘルス維持行動＞に妨害的に機能していた
（χ2（2）=6.29, p<.05）。次に，相関分析を行った結果，「家
族」の抑うつの程度は，＜家族自身のメンタルヘルス維持
行動＞と負の相関がみられた（r=-.62，p<.05）。このこと
から，とらわれ度の高さやサポート知覚の低さが「家族」
自身のケアを妨害し，その結果として「家族」の抑うつが
増加する可能性が示唆された。したがって，研究２におい
ては，「家族」に対して認知行動的介入を行い，「家族」の
状態像をふまえて，効用と限界について記述する。
研究２　うつ病を持つ者の「家族」を対象とした
　　　　認知行動的介入を用いた事例検討
【方　法】研究参加者　関東圏内の気分障害の「家族」の自
助グループに参加する女性２名を対象とした。測度　（a）
～（f）：研究１と同様，（g）ケア行動に対するエフィカシー，
達成度：VASを用いて回答を求めた。介入内容　認知行動
療法の立場から，当事者および家族全体における機能分析
的観点の獲得を目的として実施した。
【結果と考察】Ａさんは，プログラム後に，ケア行動が増加
しており，当事者のうつ症状と「家族」の抑うつの程度に
おいて，改善が見られた。また，情緒的サポート知覚が増
加していた。次にＢさんは，ケア行動に対するエフィカシー
に効果が見られ，当事者のうつ症状は改善していたが，「家
族」の抑うつの程度が悪化していた。これらのことから，
「家族」が機能分析的観点を獲得することによって，「家族」
のケア行動の増加につながる可能性が示唆された。また，
研究１の結果を踏まえると，「家族」の抑うつの程度がケア
行動と高く関連していると考えられる。今後は，「家族」の
状態像をアセスメントした上で，「家族」自身が生活の拡充
の促進を生活の中に取り入れることが，「家族」のケア行動
の促進につながり，当事者の症状改善に寄与する可能性が
考えられる。なお，本研究は，人を対象とする研究に関す
る倫理委員会の承認を受けた（2012-254，2013-055）
うつ病を持つ者の「家族」を対象とした
認知行動的介入の効果に関する記述的検討
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Figure　とらわれ度の違いによって「家族」のためのケア
行動が「家族」自身のケアに及ぼす影響の差異 
